
　過去1年間に運動・スポーツ活動の手伝いや世話など、
スポーツ活動を支えるボランティア活動（スポーツボラン
ティア）を行ったことがあるかをたずねたところ、「ある」と
回答した者は15.0％であり、10代のスポーツボランティア
人口は178万人と推計できる（図5-1）。過去10年の推
移をみると、13％前後で推移してきたスポーツボランティ

ア実施率が、今回調査では過去最高の15％に達した。
　性別にみると「ある」と回答した者の割合は男子が
18.0％、女子が12.1％であり、男子の方がスポーツボラ
ンティア実施率は高い（図5-2）。2013年調査では13.5％
であった男子の実施率が4.5ポイント増加した一方で、女
子は増減がみられなかった。

　学校期別にみると、スポーツボランティア実施率は中
学校期で19.5％と最も高く、次いで高校期18.5％、大学
期11.0％、勤労者10.0％、小学校期7.1％であった（表
5-1）。2013年調査と比較すると、中学校期で6.2ポイ
ントの増加がみられた。
　性別・学校期別にみると、男子は中学校期が24.3％と
最も実施率が高く、次いで高校期20.8％、勤労者15.0％、
大学期10.8％、小学校期7.6％であった（表5-2）。女子

では、高校期の実施率が16.0％と最も高く、中学校期
13.7％、大学期11.2％、小学校期6.5％、勤労者6.0％
と続いた。男女で中学校期では10.6ポイント、勤労者で
は9ポイントの差がみられた。
　運動・スポーツ実施レベル別にみると「レベル0」3.1％、
「レベル1」7.1％、「レベル2」9.9％、「レベル3」16.2％、「レ
ベル4」27.4％と、レベルが上がるにつれてスポーツボラ
ンティア実施率も高くなる（図5-3）。
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スポーツ活動を支えるボランティア活動（スポーツボラン
ティア）を行ったことがあるかをたずねたところ、「ある」と
回答した者は15.0％であり、10代のスポーツボランティア
人口は178万人と推計できる（図5-1）。過去10年の推
移をみると、13％前後で推移してきたスポーツボランティ

ア実施率が、今回調査では過去最高の15％に達した。
　性別にみると「ある」と回答した者の割合は男子が
18.0％、女子が12.1％であり、男子の方がスポーツボラ
ンティア実施率は高い（図5-2）。2013年調査では13.5％
であった男子の実施率が4.5ポイント増加した一方で、女
子は増減がみられなかった。

　学校期別にみると、スポーツボランティア実施率は中
学校期で19.5％と最も高く、次いで高校期18.5％、大学
期11.0％、勤労者10.0％、小学校期7.1％であった（表
5-1）。2013年調査と比較すると、中学校期で6.2ポイ
ントの増加がみられた。
　性別・学校期別にみると、男子は中学校期が24.3％と
最も実施率が高く、次いで高校期20.8％、勤労者15.0％、
大学期10.8％、小学校期7.6％であった（表5-2）。女子

では、高校期の実施率が16.0％と最も高く、中学校期
13.7％、大学期11.2％、小学校期6.5％、勤労者6.0％
と続いた。男女で中学校期では10.6ポイント、勤労者で
は9ポイントの差がみられた。
　運動・スポーツ実施レベル別にみると「レベル0」3.1％、
「レベル1」7.1％、「レベル2」9.9％、「レベル3」16.2％、「レ
ベル4」27.4％と、レベルが上がるにつれてスポーツボラ
ンティア実施率も高くなる（図5-3）。

スポーツボランティア5
スポーツボランティア実施状況5-1

【図5-1】 スポーツボランティア実施率の年次推移
資料：笹川スポーツ財団「10代のスポーツライフに関する調査」2015

2015年
（n=1,708）

2005年
（n=1,802）

2009年
（n=1,989）

2011年
（n=1,942）

2013年
（n=1,846）

（%）

0
2
4
6
8
10
12
14
16

13.313.3 12.712.7
13.913.9

12.812.8
15.015.0

0 5 10 15 20（%）

（n＝845）

（n＝881）

【図5-2】 スポーツボランティア実施率の年次推移（性別）
資料：笹川スポーツ財団「10代のスポーツライフに関する調査」2015

（n＝968）

（n＝989）

（n＝910）

2013年

2015年

2011年

2009年

〈女子〉　2005年

10.210.2

11.311.3

8.58.5

（n＝863）2015年 18.018.0

（n＝965）2013年 13.513.5

（n＝974）

（n＝1,000）

（n＝892）

2011年

2009年

〈男子〉　2005年

17.617.6

14.114.1

18.318.3

12.112.1

12.112.1

【表5-1】 スポーツボランティア実施率の年次推移（学校期別）

学　校　期 ％
5.4 
17.0 
16.3 
17.8 
4.8 

7.1 
19.5 
18.5 
11.0 
10.0 

資料：笹川スポーツ財団「10代のスポーツライフに関する調査」2015

2011 年 2013 年

小学校期 （n=373)
中学校期 (n=589)
高校期 (n=633)
大学期 (n=236)
勤労者 (n=83)

学　校　期 ％
小学校期 （n=310)
中学校期 (n=514)
高校期 (n=531)
大学期 (n=227)
勤労者 (n=90)

7.2 
13.3 
17.4 
10.6 
10.5 

小学校期 （n=389)
中学校期 (n=586)
高校期 (n=558)
大学期 (n=199)
勤労者 (n=86)

学　校　期 ％
2015 年

【表5-2】 スポーツボランティア実施率（性別×学校期別）

性 別

男 子

女 子

小学校期 （n=157)
中学校期 (n=280)
高校期 (n=274)
大学期 (n=93)
勤労者 (n=40)
小学校期 （n=153)
中学校期 (n=234)
高校期 (n=257)
大学期 (n=134)
勤労者 (n=50)

7.6 
24.3 
20.8 
10.8 
15.0 
6.5 
13.7 
16.0 
11.2 
6.0 

学　校　期 ％

資料：笹川スポーツ財団「10代のスポーツライフに関する調査」2015

20 30（%）
【図5-3】 スポーツボランティア実施率（レベル別）
資料：笹川スポーツ財団「10代のスポーツライフに関する調査」2015

0 10

レベル 4（n=463）

レベル 3（n=439）

レベル 2（n=384）

レベル 1（n=197）

レベル 0（n=225） 3.13.1

7.17.1

9.99.9

16.216.2

27.427.4

5 スポーツボランティアⅢ  調査結果

青少年のスポーツライフ・データ 201576 青少年のスポーツライフ・データ 2015 77

５ 

ス
ポ
ー
ツ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

調
査
結
果

Ⅲ



【表5-4】 スポーツボランティアのきっかけ（全体・性別）

資料：笹川スポーツ財団「10代のスポーツライフに関する調査」2015
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【表5-3】 スポーツボランティアの実施内容（性別・学校期別・レベル別：複数回答）
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内　容
　過去1年間にスポーツボランティアを行ったことが「あ
る」と回答した者を対象に、その具体的な内容を複数回
答でたずねたところ、「スポーツの審判や審判の手伝い」
（以下、「審判」）が49.4％で最も高く、次いで「スポーツ
イベントの手伝い」（以下、「イベント」）41.6％であった（図
5-4）。経年でみると、「スポーツの指導や指導の手伝い」
（以下、「指導」）は過去最高の実施率を示し、「審判」は
2013年調査と比較すると5.5ポイント増加した。
　性別にみると「審判」は男子が高く、「指導」と「イベ
ント」は女子が高い（表5-3）。特に「指導」は、過去にお
いて男子が高い傾向が続いていたが、今回調査では逆
転した。

　学校期別にみると「指導」は中学校期が若干低い割
合であるが、小学校期から大学期にかけてほぼ同水準で
あった。「審判」は中学校期、高校期で高く、「イベント」
は小学校期と大学期で高くなっており、学校期による実
施内容の特徴がみてとれる。
　運動・スポーツ実施レベル別にみると「指導」は「レ
ベル0」を除いてほぼ同水準であった。「審判」はレベル
が上がるにつれて実施率は高くなり、「レベル4」では6割
を占める。「イベント」は「レベル0」では85.7％と最も実
施率が高く、一方で「レベル4」では30.7％と最も実施率
が低かった。
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の活動においても最も高かった（表5-4）。また「自分で
やりたいと思ったから」が「指導」31.0％、「審判」16.7％、
「イベント」15.5％となり、いずれの活動においても2位で
あった。
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【表5-4】 スポーツボランティアのきっかけ（全体・性別）
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内　容
　過去1年間にスポーツボランティアを行ったことが「あ
る」と回答した者を対象に、その具体的な内容を複数回
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イベントの手伝い」（以下、「イベント」）41.6％であった（図
5-4）。経年でみると、「スポーツの指導や指導の手伝い」
（以下、「指導」）は過去最高の実施率を示し、「審判」は
2013年調査と比較すると5.5ポイント増加した。
　性別にみると「審判」は男子が高く、「指導」と「イベ
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を占める。「イベント」は「レベル0」では85.7％と最も実
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スポーツボランティアの内容5-2
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【図5-4】 スポーツボランティアの実施内容の年次推移（複数回答）
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　過去1年間にスポーツボランティアを行ったことが「あ
る」と回答した者を対象に、実施した活動は楽しかったか
どうか、スポーツボランティアの内容別にたずねた（図
5-5）。
　全体をみると「指導」では「楽しかった」72.4％、「どち
らかというと楽しかった」20.7％と、これらの割合を合わ
せた『楽しかった』の割合は9割を超えた。「審判」では「楽
しかった」40.0％、「どちらかというと楽しかった」36.8％
であり、『楽しかった』の割合は76.8％であった。また「イ
ベント」では「楽しかった」48.5％、「どちらかというと楽

しかった」29.1％と、『楽しかった』の割合は77.6％であり、
「審判」「イベント」ともに3/4以上が『楽しかった』と回答
している。
　性別にみると「楽しかった」と回答した者は、 「指導」
「審判」「イベント」いずれの活動においても男子に比べ
て女子のほうが高い。なかでも「指導」では、女子の
84.6％が「楽しかった」と回答しており、「どちらかという
と楽しかった」（12.8％）と合わせると、スポーツの指導
や指導の手伝いを行った女子のほとんどがその活動を楽
しいと感じていた。

スポーツボランティアに伴う楽しさ5-4

　今後、スポーツボランティアをやってみたい、または続
けたいと思うかをたずねたところ、「非常にそう思う」
8.4％、「ややそう思う」29.9％、「あまりそう思わない」
29.1％、「まったくそう思わない」14.0％、「わからない」
18.6％であった（図5-6）。『そう思う』（「非常にそう思う」
＋「ややそう思う」）の割合は38.3％と、4割近い10代が
スポーツボランティアの実施希望をもっている。
　図5-7に性別、学校期別、運動・スポーツ実施レベル別
にみた『そう思う』の割合（スポーツボランティア実施希
望率）の年次推移を示した。性別にみると、男子37.5％、
女子39.0％であり、女子が男子をわずかに上回る。
2013年調査と比較しても大きな変化はみられなかった。
　学校期別にみると、中学校期が42.9％と最も高く、次
いで高校期39.8％、大学期39.6％、小学校期34.7％、

勤労者20.0％であった。2013年調査と比較すると、小
学校期と勤労者で実施希望率の減少がみられたが、中
学校期、高校期、大学期ではわずかではあるが増加して
いる。
　運動・スポーツ実施レベル別にみると「レベル0」
19.0％、「レベル1」29.4％、「レベル2」35.9％、「レベル
3」41.5％、「レベル4」50.2％と、レベルが上がるにつれ
て実施希望率も増加する。特に「レベル4」では、半数が
スポーツボランティアの実施を希望しており、積極的に運
動・スポーツを行っている者ほどスポーツボランティアへ
の関心も高い状況がうかがえる。2013年調査と比較す
ると「レベル1」から「レベル4」ではいずれも実施希望率
の減少がみられるが、「レベル0」ではわずかに増加の傾
向がみられた。

スポーツボランティアの実施希望5-5

【図5-5】 スポーツボランティアに伴う楽しさ（全体・性別）
資料：笹川スポーツ財団「10代のスポーツライフに関する調査」2015
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【図5-6】 スポーツボランティア実施希望率の年次推移
　資料：笹川スポーツ財団「10代のスポーツライフに関する調査」2015
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【図5-6】 スポーツボランティア実施希望率の年次推移
　資料：笹川スポーツ財団「10代のスポーツライフに関する調査」2015
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　「あなたは、運動やスポーツ、運動あそびをするのは好
きですか」とたずねたところ、全体では「好き」53.2％、「ど
ちらかというと好き」29.2％、「どちらかというときらい」
12.3％、「きらい」5.4％であった（図6-1）。「好き」と「ど

ちらかというと好き」を合わせた割合は82.4％であり、
2013年調査と同様に8割以上の10代が運動やスポー
ツ、運動あそびが好きであると回答した。
　性別にみると、男子では「好き」61.7％、「どちらかとい

スポーツへの態度6
運動・スポーツの好き嫌い6-1
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【図6-1】 運動・スポーツの好き嫌いの年次推移（全体・性別・学校期別）
資料：笹川スポーツ財団「10代のスポーツライフに関する調査」2015
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注） 今後、スポーツボランティアをやってみたい、または続けたいと思うかに対する回答
     「非常にそう思う」および「ややそう思う」を合計した割合

【図5-7】 スポーツボランティアの実施希望率の年次推移（性別・学校期別・レベル別）

資料：笹川スポーツ財団「10代のスポーツライフに関する調査」2015
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